
自動撮影カメラにより 

撮影されたヒグマ 

 
                               

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
Ｉ
で
は
、
自
動

撮
影
カ
メ
ラ
を
駆
使
し
た
野

生
生
物
の
調
査
を
パ
イ
ロ
ッ

ト
フ
ォ
レ
ス
ト
等
（
以
下
、

Ｐ
Ｆ
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｆ
は
北
海
道
東
部
、
釧

路
市
か
ら
北
東
に
五
九
キ
ロ
、

牡
蠣
の
産
地
で
有
名
な
厚
岸

湖
に
注
ぎ
込
む
別
寒
辺
牛
川

の
中
流
域
に
位
置
す
る
国
有

林
で
す
。 

 
 

 
昭
和
31
年
頃
は
、
開
拓
時

代
に
火
入
れ
の
延
焼
等
に
よ

り
原
野
化
し
た
広
大
な
土
地

（
約
１
万
㏊
）
で
し
た
。 

一
部
の
低
地
は
、
泥
炭
か

ら
な
る
湿
原
地
帯
で
す
。 

 
 

 

こ
の
不
毛
の
大
地
に
大
森
林

を
作
る
計
画
が
昭
和
31
年
か

ら
始
ま
り
カ
ラ
マ
ツ
を
造
林

し
、
昭
和
41
年
ま
で
の
十
年

間
に
約
8
千
㏊
に
及
ぶ
大
造

林
地
を
作
り
ま
し
た
。 

こ
の
Ｐ
Ｆ
の
一
部
は
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
す
る
区
域

と
し
て
林
野
庁
が
保
護
林
に

指
定
し
、
管
理
し
て
い
ま
す
。 

動
物
調
査
は
、
林
道
な
ど

の
脇
に
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｆ
周
辺
に
は
、
全
部
で

6
箇
所(

第
一
～
第
六
地
点)

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
第
一

地
点
で
は
、
パ
パ
パ
パ
ン
と

鳴
る
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
か
ら
、

あ
た
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し

な
が
ら
、
設
置
し
に
い
き
ま

す
。 な

ぜ
な
ら
、
こ
の
地
点
で

は
、
熊
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
通
る

か
ら
で
す
。 

 

 

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
は
撮
影

し
た
時
間
を
記
録
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
カ
メ
ラ
の
設

置
期
間
は
三
週
間
で
、
一
週

間
毎
に
設
置
状
況
の
把
握
の

た
め
、
今
日
は
何
月
何
日
と

書
い
た
ボ
Ｉ
ド
を
持
っ
て
自

ら
カ
メ
ラ
に
写
り
込
み
ま
す
。 

昨
年
は
、
職
員
が
写
り
込

ん
だ
２
時
間
前
に
熊
が
写
っ

た
写
真
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
地
点
で
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
よ
く
写
り
ま
す
。 

保
護
区
内
で
は
、
の
び
の

び
と
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

右
は
「
鶴
の
恩
返
し
を
す

る
前
」
左
は
「
鶴
の
恩
返
し

を
し
た
後
」
の
鶴
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
右
が
成
鳥
で

左
が
幼
鳥
で
す
。
） 

こ
の
地
点
は
、
エ
ゾ
シ
カ
、

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
、
ヒ
グ
マ
が
よ

く
写
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

動
物
達
が
、
時
間
を
変
え
て

こ
の
地
点
を
利
用
し
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
動
物

相
が
見
ら
れ
る
Ｐ
Ｆ
で
す
が
、

林
業
生
産
活
動
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
植
栽
後
60

年
近
く
を
経
た
カ
ラ
マ
ツ
を

毎
年
1
万
㎥
以
上
生
産
し
て

い
ま
す
。
伐
採
は
、
ハ
ー
ベ

ス
タ
な
ど
の
事
業
用
大
型
機

械
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
高

性
能
機
械
の
見
学
場
所
と
し

て
、
多
く
の
関
係
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｆ
で
は
、
こ
の
よ
う
に

新
た
に
つ
く
ら
れ
た
森
林
が

長
い
時
間
を
か
け
て
豊
か
な

も
の
と
な
っ
て
、
林
業
活
動

と
も
調
和
し
て
い
る
姿
を
多

く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
毎
年
7
月
頃
、
期
間

を
決
め
て
一
般
開
放
し
て
い

ま
す
。(

平
成
29
年
度
は
、
7

月
３０
日
・
３１
日) 

解
放
中
は
、
森
林
造
成
の

経
緯
の
ビ
デ
オ
や
昭
和
三
十

年
頃
使
用
し
た
機
械
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、

高
さ
２４
ｍ
の
火
の
み
櫓
（
望

楼
）
に
上
り
、
カ
ラ
マ
ツ
の

森
林
を
見
て
、
森
林
造
成
の

苦
労
や
動
物
の
営
み
を
想
像

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 

上の写真は左右どちらもタンチョウの写真です。 

同じ箇所で写していますが、撮影日時は異なります。 


